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効率化に向けた取組みの検証

杉原 進農業環境技術研究所 監事

独 農業環境技術( )

研究所は、良好な農

業環境の次世代への

継承を使命の一つに

している。そこで、

環境保全の視点か

ら、温暖化の原因と

なる炭酸ガスの排出

量削減のため、電力

やコピー用紙の使用節減に率先して取組むよ

う、定期監査 平成 年 月 で理事長に要請( 14 6 )

した。このような省エネルギー、省資源に向け

た取組みは、必然的に経費節減への対応にもつ

ながると考えたからである。というのは、当所

の中期目標には「毎年度平均で少なくとも前年

度比 ％の業務運営経費の節減を行うこと」が1

明記されており、 ％の節減を前提に国の交付1

5 1400金は、 年間、毎年度平均で少なくとも約

。 、万円が削減されているからである この金額は

職員 ～ 人を国際学会などに各々 ～ 日50 60 5 7

派遣できる額に相当する。交付金による当所の

国際学会派遣者は年間 ～ 人であり、この30 50

削減額は重大である。したがって、業務運営経

費の効率化を図ることで交付金削減の影響を少

なくする必要がある。

、 、効率化による経費節減は とりあえずは電気

ガス、水道、電話、複写機、コピー用紙など、

、 、共通利用項目から始めると 全職員が参加でき

また節減効果が明確に出るので実行しやすい。

そこで、これらの節減運動の効果を検証するた

め、上記各項目の支払月額を独法化以前を含め

て整理した。とくに支払金額の大きい電気、水

道の使用量実績は、施設の保守管理委託業者の

日報を整理し、金額、使用量の実態把握に努め

た。その結果、独法初年の平成 年度は、共13

通利用項目の全支払金額（ 百万円）に対し383

て電気料金が約 ％、下水を含む水道料金が75

％を占め、上記項目では電気と水道使用量17

の節減努力が特に重要であることが明らかにな

9 13った また 上水の使用量が 平成 年から。 、 、

年にかけて 倍に急増した事実を確認し、さ1.8

らに日報からは、電気や水道の日別、月別の使

用量および節減対策に役立つ使用量推移の特徴

の把握ができた。

共通利用項目については、各々に使用状況を

示すデータがありながら、国研時代にはそれら

を分かりやすい形にまとめたり、職員に開示す

ることはほとんどなかった。このことは、デー

タを活かして効率的な利用につなげようという

意識が残念ながら職場に欠如していたことを示

しており、今さらながら反省せざるを得ない。

現在、共通利用項目に関する支払、使用量のデ

ータは、逐次整理されており、近々の使用状況

、 。の動向把握 節減への迅速対応に役立っている

例えば、昼休み中の消灯など節電の呼びかけに

より、この間 Ｗのテレビ 台強に相当100 1000

するデマンド容量が低下することが検証されて

いる。これら節減運動の結果、 年度の上記15

項目の支払は、 年度のそれより約 万円13 4000

を節減できた。

これからも、業務にかかわる種々のデータを

整理して、効率化の検証を試みていきたい。最

近の新聞に「税金などの公金を使うときは倫理

性と経済性の観念が抜けてしまう」という米国

の経済学者フリードマン氏の言葉を引用した投

書があった。その言葉を噛みしめながら効率化

に向けた一層の取組みを引続き求めたい。

巻 頭 言
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就 任 挨 拶

今川 俊明地球環境部長

月 日付けで、地7 16
球環境部長に就任しま

した。独立行政法人化

と同時に研究企画科長

を 年務めましたが、2
それ以前は地球環境部

の前身となった環境管

理部や地球環境研究チ

ームで 年余り、砂12
漠化や土地評価に関する研究を行い、それ以後は

年 ヶ月程ですが、生態システム研究グループ1 3
長を務めました。したがって、農環研に入所以来

ずっとこの分野で仕事をしてきたともいえます。

私が地球環境問題に関わり始めたきっかけは、

2大学院時代にアフリカのチャド湖の周辺の過去

万年間の環境変遷を復元する研究に携わっていた

時に、サバンナやステップで植生が退行し、農耕

地では風や水による土壌侵食によって、土地の荒

。 、廃が進行している様子を見てからでした 当時は

年代にフランスが撮影した航空写真を研究1950
に使っていましたが、調査時の画像を見たいもの

だと思っていました。そして、農環研に入所して

リモートセンシングに出会い、自分の歩いてきた

場所を画像化して見ると、現地で見た現象を鮮明

に復元できることに驚いたものです。それ以来、

場所は変わりましたが、中国北部の砂漠化問題を

研究してきました。

地球環境問題と一口でいっても様々で、その影

響が地球全体にわたる温暖化やオゾン層の破壊、

大気や海流の動きで拡大する酸性雨や海洋汚染、

個々の広がりは必ずしも大きくはありませんが、

連結することによって拡大していく砂漠化や森林

破壊などその空間スケールは様々です。こうした

現象を空間的にとらえるには、リモートセンシン

グは非常に有効なツールです。現在、本年 月に4
東京で開催された「第 回地球観測サミット」で2

「 」採択された 地球観測 年実施計画枠組み文書10

を受けて、その実施計画の策定作業が国内でも進

められており、観測データの活用も期待されてい

ます。かつては、地球表面を観測することが中心

であった衛星も波長数や解像度を拡大させたセン

サー技術の発達によって、地表面の起伏から雲や

降水量をはじめとした大気の状態までも観測でき

ます。しかも、雲を透過して地表面を観測でき、

情報量が飛躍的に多くなっており、モニタリング

からモデリングまで農業分野での活用手法の高度

化をはからなければなりません。

また、地球環境問題を解明し、今後の予測と対

策技術を開発するには、土、水、生物、大気等の

自然環境要因と人間活動を総合的にとらえること

が肝要です。そのためには、部内の関連する分野

の研究者だけでなく、他の部の研究者とも、より

積極的に共同研究をすることが必要と考えます。

これは、土壌、植生、地形、リモートセンシング

を専門とする つの研究部に属するものと大学に3
所属する中国人の社会経済の専門家でチームを組

み、中国の砂漠化研究を行ったときや、所内で観

測データ、気象データと地図情報を地理情報シス

テムで統合して温室効果ガスの国内の排出量を求

めたときに痛感したものです。

現在、地球環境部では「地球規模の環境変動が

農業生態系に及ぼす影響の解明 「農業が地球環」、

境に及ぼす影響解明と対策技術の開発 「環境資」、

源情報の計測・解析技術の高度化」という つの3
大課題を担当して研究を行っています。中期計画

も 年目を迎え、着実に成果をあげ、国内外への4
研究貢献や協力体制作りも進んでいると感じてい

ます。すでに、次期中期計画に向けた検討も行わ

れていますが、俯瞰的視野をもつとともに、他分

野との連携、協力が一層進められるよう務めてい

きたいと考えておりますので、今後ともご支援、

ご協力をお願いいたします。
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わが国における1980年代以降の窒素収支の変遷

織田健次郎地球環境部生態システム研究グループ物質循環ユニット

はじめに

わが国では食料自給率の低下が懸念されて久し

く、食生活の洋風化とともに食飼料の輸入が増大

し、 年代後半には、自給率はカロリーベース90

で約 ％まで落ち込んでいる。このことの問題40

点は、食料の安定的確保という直接的な側面にと

どまらず、結果として、海外から持ち込まれた膨

大な養分が生態系の自然循環に対する撹乱要因と

なり、近年、湖沼の富栄養化をはじめ、環境に対

する様々な悪影響として現われている。

農業環境技術研究所は、これらの環境に対する

窒素負荷をマクロな観点から把握するため 「全、

国版養分収支算定システム」を開発し、これまで

に、 年までの窒素収支を公表してきた。し1992

かし、その後、依然として食飼料の輸入増加は続

。 、 、いている そこで 年の窒素収支を算定し1997

年、 年、 年の算定結果と併せて、1982 1987 1992

近年における窒素収支の変遷を明らかにした。

全国版養分収支算定システム

全国版養分収支算定システムは、以下に示す既

存の農業関連統計資料・文献から、約 種の食70

飼料品目に関する、年間の生産、流通 食用、加(

工用、飼料用など 、消費等の物流量のデータを)

収集・加工し、品目ごとの窒素含有率を乗じて窒

素量を換算して、その流れを示すことができる。

①食飼料：食料需給表、飼料月報、農林水産物輸

入実績

②補足情報：肥料要覧、食品産業統計年報

③養分換算：日本食品標準成分表、日本標準飼料

成分表

窒素収支の変遷と算定精度

年から 年までの 年毎の窒素収支の1982 1997 5

変遷を図 に示す。この間の変遷を概括すると次1

のとおりである。

①環境への総排出量 年間の総消費量 は、 年( ) 1992

の 千 をピークとして、 年は、若1,708 tN 1997

1987干減少している 一方 供給面からみると。 、 、

年からの国内生産の減少と一貫した輸入の増加

が顕著である。

②輸入物の増加を、畜産業の場合でみると、飼料

としての輸入はむしろ減少し、枝肉や乳製品向

け牛乳など、原料より製品に近い形態の輸入物

が増加している。また、加工業への供給量の輸

入割合の増加、国内生産における作物残さの減

少など、いずれも、食料の海外依存の増加傾向

を示している。

次に、算定精度を 年の「環境」への総排1997

出量の約 ％を占める「食生活」と「畜産業」85

の排出量について、既存の関連データとの適合度

から検討した。

①「食生活」からの排出量 千 は、生ごみ(643 tN)

と生活排水 し尿・台所排水、風呂等 とみなす( )

ことができる。生ごみは、品目別の食品廃棄・

食べ残し率から、 千 と推測され、残りの42 tN

千 を生活排水分とすると、生活下水基本601 tN

原単位を用いた見積量の 千 ／人543 tN(11.8gN

・日 万人 日 とは約 ％の違い×12,600 ×365 ) 10

であった。

②「畜産業」から環境への排出量は 千 と802 tN

推測された。このうち、家畜糞尿の量は、牛・

豚・鶏の飼養家畜全体に供給された飼料の総窒

素量から、と畜体と畜産物 鶏卵、牛乳 に含ま( )

れる窒素量を差し引き、約 千 と推測さ730 tN

れた。本量は、 年における飼養家畜に対1999

し、 日 頭羽当たりの糞尿中の窒素原単位を1 1

用いた算定値 千 原田靖生、 とほぼ721 tN( 2001)

同等であった。

研 究 ト ピ ッ ク ス
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おわりに

食飼料の輸入増と国内生産の落ち込みによって

生じた食料自給率の低下は、本窒素収支の算定で

は、輸入と国産由来の窒素量の経年的変化に顕著

1992に示されている。また、環境への負荷は、

年をピークに総排出量が減少に転じたが量として

はわずかである。今後は、食べ残し等の減少を含

めた食生活の見直し、家畜ふん尿や食品加工残渣

の堆肥化と飼料米などの生産への利用など、負荷

軽減と国産食飼料の利用拡大を導くための取り組

みが、より一層重要になると考えられる。

図1 わが国の食料供給システムにおける窒素収支の変遷（単位：千tN）
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注）・４つ組の数値は、上から順に、1982年、1987年、1992年、1997年のフロ－及び現存量等に対応する。
    ・「輸入食飼料」の内部に示した 「輸入畜産物」 は、製品形態の輸入畜産物であり、「輸入食飼料」 の生産量の内数である。
    ・「畜産業」への入量は、「輸入畜産物」以外は家畜の飼料であり、これらによって「国産畜産物」が生産される。
    ・「国内生産食飼料」 と 「輸入食飼料」 からの環境への排出量は、主に、養魚用の魚粉などの消費によるものであり、また、
　　  これらと、「穀類保管」、「加工業」、「畜産業」、「食生活」の各排出量との合計が、「環境(農地を含む)」への総排出量である。
    ・現存量は、「穀類保管」 と 「加工業」 ではストック、「畜産業」 と 「食生活」では、家畜と人間の体内に含有される窒素量である。
    ・「化学肥料」 と 「作物残さ」は、システムの系外からの入量として示してあり、本収支算定には含めていない。
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チャノコカクモンハマキの交信撹乱剤に対する

抵抗性系統の確立

野口 浩・杉江 元生物環境安全部昆虫研究グループ昆虫生態ユニット

はじめに

チャノコカクモンハマキ 鱗Adoxophyes honmai (

翅目 ハマキガ科 の幼虫は、葉を食べたり、葉を: )

巻いて作った住み場所に糞を残したりして茶葉の

生産量や品質に悪影響を与える重要害虫である

（写真 。この害虫の性フェロモンは 成分か1 4）

らなっている。この性フェロモンの１成分である

(Z)-11- ( Z11-TDA)テトラデセニルアセタート 略：

はハマキガの仲間に共通的な性フェロモンの成分

である。この成分を含む交信攪乱剤を茶園に設定

すると、チャノコカクモンハマキの雄雌間の情報

伝達が阻害され、交尾の機会が減ることにより幼

虫の発生を少なくすることができる。性フェロモ

ンを用いる防除法はフェロモン自体に殺虫活性が

ないことから、天敵に影響が少なく、環境に影響

の少ない防除法として注目されている。

写真1 チャノコカクモンハマキ雄（左）雌（右）

性フェロモンの研究・開発は、当研究所の前身

である農業技術研究所で始められ、 年に1985

を用いた交信攪乱剤が日本ではじめてZ11-TDA

市販された。しかし、 年頃から一部の地域1996

で、このフェロモン製剤の効果が低下した。フェ

ロモン製剤に対して昆虫の抵抗性が生じたこのよ

0
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交
尾
割
合
（
％
）

0 1 3 10 30
撹乱剤の量（μｇ）

感受性系統 金谷採取系統

うな例は世界的にも珍しい。そこで、チャノコカ

クモンハマキの抵抗性系統を確立して、抵抗性の

特徴を検討した。

効果の低下した茶園のチャノコカクモンハマ

キの抵抗性

静岡県金谷の茶園でチャノコカクモンハマキを

採集し、これと、農業環境技術研究所で 年以40

上飼育を続けている系統を比較した。雄雌を容器

に入れ、 が存在する条件で交尾した数Z11-TDA

を調べた結果、効果の低下した園から採集した個

体と保存累代系統との違いは認められなかった

図 。これは、金谷採取系統に交信撹乱抵抗性( 1)

の虫の割合が少ないためと推測した。

図1 感受性系統 保存累代系統 と金谷採取系統 初（ ） （

世代）における交信撹乱剤量と交尾割合の関係

抵抗性系統の確立

抵抗性個体群発生地から 頭のチャノコカ6,000

クモンハマキを採集し、 の存在する条Z11-TDA

件下で交尾した虫に産卵させて、 に対Z11-TDA

する抵抗性系統を選抜することを試みた。フェロ

モンの処理量を次第に増やしていき、採卵、飼育
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を繰り返し、約 年間にわたって 回の選抜を5 44

行った。この結果、感受性系統である保存累代系

統では の容器中で の を処理1L 100µg Z11-TDA

することで完全に交尾を阻害できたが、選抜後に

は を処理しても半数が交尾する抵抗性系1000µg

統が得られた（図 。2）

図2 感受性系統（保存累代系統）と抵抗性系統にお

ける交信撹乱剤量と交尾割合の関係

どこが変わったのか？

フェロモンは触角にある感覚器で認識されてい

る。抵抗性系統でも触角が重要であることを確認

するために、雄の触角を切除して交尾させる試験

を行った。触角一本を半分切除、一本を全切除、

両方を半分切除した場合に、切除しない場合と変

わらず ％が交尾したが、二本を全切除した雄70

は交尾できなかった。従って、触角の重要性は変

わっていないことが明らかとなった。また、感受

性と抵抗性系統の雌雄の行動を撹乱剤処理下で経

時的に観察したところ、歩行活動、求愛行動には

差異がなかった。しかし、感受性系雄は求愛行動

を行っている雌と接触しても交尾行動を行わなか

った。次に、雄と雌のどちらが変わったのかを検

討するため と の撹乱剤を処理し1000µg 10000µg

た の容器中で交尾試験を行った。抵抗性系の1L

雄を用いた場合にはどちらの系統の雌とも交尾が

行われた。一方、感受性系の雄を用いた場合には

どちらの系統の雌とも交尾は行われなかった。従

って、抵抗性は雄に生じていると考えられる。

他のフェロモン成分に対する反応は？

チャノコカクモンハマキ性フェロモンの 成分4

のうち 以外に交信撹乱活性があるのはZ11-TDA

最も量の多い テトラデセニルアセタート 略(Z)-9- (

： だけで、 、 メチルドデシZ9-TDA) E11-TDA 10-

ルアセタート 略： には活性がない。( 10Me-DDA)

は抵抗性が生じた撹乱剤に含まれていなZ9-TDA

いが、抵抗性系統はこの成分に対しても抵抗性で

あることが明らかとなった。また、他の 成分に2

は感受性系統と同様に交信撹乱活性がなかった。

このように抵抗性系統はフェロモンの 成分で1

は交尾を阻害されないが、 成分を混合した場合4

は ど う だ ろ う か 。 性 フ ェ ロ モ ン 組 成

Z9-TDA:Z11-TDA:E11-TDA:10Me-DDA（

）の混合物を用いて交尾阻害効果を検討63:31:4:2

、 。した結果 抵抗性系統でも抵抗性を示さなかった

このことから、防除にはフェロモンの 成分でな1

く 成分からなる撹乱剤を使えばよいことが明ら4

かとなった。

おわりに

抵抗性の原因については、雌の性フェロモンの

変化、雄の感覚器官の麻痺からの回避、さらには

種の変化など多くの仮説が提唱されている。環境

に影響の少ない害虫防除法としてフェロモン利用

の将来を考える上で、この原因の解明は重要であ

る。チャノコカクモンハマキに対してはフェロモ

ン 成分を用いることで抵抗性に打ち勝つことが4

できたが、抵抗性の機構については、ほとんどわ

。 、 、かってない 今後 確立した抵抗性系統を用いて

さらに、撹乱剤の抵抗性発現要因の解明をめざし

て検討を行っていくことが、フェロモンを用いた

防除法の開発のために必要である。
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カドミウム高吸収特性を示すイネ品種を利用した

汚染水田土壌の修復技術

村上 政治化学環境部重金属研究グループ土壌生化学ユニット

はじめに

カドミウムは非汚染土壌中にも微量ながら存

在する重金属である。ところが、かつて鉱山開

発などにより地中からカドミウムが掘り出され

た地域においては、鉱山周辺や下流域の水田な

どに高濃度に汚染された土壌が存在する。高濃

度汚染水田で栽培された玄米の慢性的な摂取が

イタイイタイ病の主要な原因とされ、 年1970

厚生省（当時）は食品衛生法を改正し玄米中の

カドミウム許容濃度を 以下と設1ppm (mg kg )-1

定した。また、食糧庁（当時）は を超過1ppm

する玄米を政府買い入れの対象としない方針を

決めた。翌年には農用地土壌汚染防止法により

以上の玄米を産出する水田を対策指定地1ppm

域とし、客土などの土木工法による吸収抑制対

策がとられてきた。また、 以下であって1ppm

も高めの玄米は非食用に処理され、それらを産

出する水田に対しては湛水処理や資材投入とい

った営農技術による吸収抑制対策がとられてい

る。しかし、近年 合同食品規格委員FAO/WHO

会（ 委員会）により食品中のカドミウCODEX

ム濃度に関するさらに厳しい国際基準値が検討

されていることや、消費者の間で食品の安全性

についての関心が高まっていることなどから、

農作物中のカドミウム濃度をより一層低減させ

る必要が生じている。新基準値を超えるおそれ

がある水田に対する改善対策として、植物を用

いた汚染土壌修復技術（ファイトレメディエー

ション）がコストなどの面から有望であると考

えられる。しかし、これまでに水田を修復対象

としたファイトレメディエーション研究はほと

んどない。そこで、汚染水田土壌での栽培に適

する修復植物を選定した。

植物を用いた汚染土壌修復技術（ファイト

レメディエーション）とは？

高濃度の重金属を吸収する植物が存在するこ

とは以前から知られていた。このような植物は

重金属に対する耐性機構を備えており、超集積

植物（ ）と呼ばれている。こHyper accumulator

れらの植物を栽培して重金属を吸収させること

により汚染土壌を修復する方法をファイトレメ

ディエーション（ ）という。欧Phyto-remediation

米でのファイトレメディエーション研究の多く

が、工場跡地のような高濃度の重金属汚染地を

修復対象地としており、亜鉛やカドミウムの超

集積植物であるグンバイナズナなどを修復植物

として利用している。

汚染水田土壌に適した修復植物の選定

今回我々が主要な修復対象としている水田土

。 、壌のカドミウム汚染レベルは比較的低い 一方

超集積植物であるグンバイナズナなどの野生植

物種の栽培管理技術はまだ確立されておらず、

乾物生産量が低いため面積あたりのカドミウム

収奪量はそれほど大きくならない。従って、超

集積植物を現地圃場において普及することは困

難と判断した。そこで、栽培の容易な修復作物

として実際に水田転換畑で栽培されているイ

ネ、ダイズ、トウモロコシに着目し、ポットに

よるカドミウム吸収試験を 年間畑条件下で行2

った。畑状態で栽培したのは、土壌が酸化的に

保たれることにより、カドミウムが可溶化し作

物に吸収されやすくなるためである。イネはカ

ドミウム高吸収特性を示す「密陽 号 （日・23 」

印交雑品種 、ダイズは「スズユタカ 、トウ） 」

モロコシは「ゴールドデント」を用いた。汚染

土壌は、灰色低地土と黒ボク土を使用した。
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図1 各作物地上部のカドミウム吸収量

図2 栽培に伴う土壌カドミウム濃度(0.1N塩酸抽

出)の変化

各作物地上部のカドミウム吸収量は、両土壌

においてトウモロコシ≪ダイズ＜イネの順位で

あった（図 。また、土壌のカドミウム濃度1）

（ 塩酸抽出）は、栽培前後の比較からイ0.1M

ネ栽培区において最も減少した（図 。従っ2）

て、土壌のカドミウムを最も吸収するのはカド

ミウム高吸収特性を示すイネ品種であることが

。 、認められた これらポット試験の結果を踏まえ

九州地方の現地圃場において「密陽 号」に23

よるカドミウム吸収試験を行った（図 。こ3）

図3 現地圃場におけるカドミウム高吸収イネ栽培

試験

の試験から、 作で 当たり約 のカド1 1ha 200g

ミウムを吸収することが可能という結果を得

た。以上の栽培試験の結果から、カドミウム汚

染水田土壌の修復作物としてはカドミウム高吸

収特性を示すイネ品種を畑状態で栽培すること

が最適であると考えられた。

現在、各地域の気象特性に適し、カドミウム

高吸収特性を示すイネ品種の選抜や、カドミウ

ムのファイトレメディエーション効率を向上さ

せるための栽培技術に関する圃場レベルの試験

が全国規模で進行中である。また、土壌浄化の

終点を簡易に判定するための検定作物の選定や

測定法の開発も行っている。収穫したイネは、

搬出後焼却処理を行い焼却灰中のカドミウムを

回収する。このようにして、最終的には、イネ

を用いたカドミウム汚染土壌修復一貫システム

を開発する予定である。
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ミネソタ大学で学んだ

クオラムセンシング研究、多面的な考え方と広い視野

吉田 重信農業環境インベントリーセンター微生物分類研究室

農業環境技術研究所の海外留学制度により、

年 月から 年間アメリカ、ミネソタ州2003 6 1
の に留学してきました。University of Minnesota

ミネソタ州はアメリカ中西部に位置し、治安も

良く、厳寒の冬を除けば大変暮らしやすい州と

して知られています。ミネアポリスとセントポ

ールで構成される中心都市（ツインシティ）へ

University ofは、日本からの直行便もあります。

は、州内における教育・学術研究のMinnesota

中心的役割を担っており、スポーツではアイス

ホッケーやアメリカンフットボールの強豪校と

しても有名です。

所属した植物病理学部は、セントポールキャ

ンパスに位置し、コムギ、ジャガイモ、ダイズ

をはじめとする各種の病害研究を精力的に行っ

。 、ています 多くの著名な教授陣が在籍する中で

私は 教授の研究室にお世話になLinda L. Kinkel
りました。 教授は、エピファイト（植物Kinkel

表生微生物）の生態研究について、豊富な実績

と見識を持っており、その指導のもとに、イネ

科植物生息エピファイトの生態解明、特にエピ

ファイトの生態・機能とクオラムセンシングと

の関係についての研究を行ってきました（表紙

に関連写真 。クオラムセンシングとは、個々）

の細菌が放出するクオルモンとよばれる低分子

の信号を介して、周辺の仲間の数（密度）を把

握する「密度認識機構」を表す言葉です。この

クオラムセンシングが植物に生息する微生物の

機能やフローラ形成にどのように関わっている

のかを明らかにすることは、微生物生態学や植

物病理学において重要な課題です。私は、その

研究に必要な手法と方法論について学びなが

ら、実際に植物に生息する微生物群集内で、ど

のようにクオラムセンシングが機能しているの

かについて調べてきました。

研究室のメンバーは、教授の他に、ポKinkel

1 1 1スドク 名 マスター学生 名 テクニシャン、 、

名、学生アルバイト 名で、規模の大きい研究2

室ではないこともあって、アットホームな環境

の中で大変心地よく研究をさせてもらいまし

た。また、種々の雑念に邪魔されることなく、

純粋に、かつ、じっくりと研究に取り組めたこ

とも嬉しかったことです。英語でのコミュニケ

ーションの難しさに直面する場面はしょっちゅ

うでしたが、これもいい勉強になったと思って

います。

私自身の日本での大学生活が短かったせいか

もしれませんが、留学期間中に大学や研究室で

目にしたこと、体験したこと全てがとても新鮮

に感じられました。聴講生として講義にも参加

させてもらいましたが、講義の内容が興味深か

、 、っただけでなく 学生が積極的に授業に参加し

学生間および教授との意見交換を通して真理を

探求するシステムはとても良いと思いました。

そして何よりも、今回の留学を通じて得られた

最大の収穫は、日本の研究生活だけでは決して

得ることのできない、物事に対するより多面的

な考え方や広い視野を養えたことではないかと

最近感じています。これらを、これからの自分

自身の研究活動にフィードバックさせて、より

よい研究が出来るようになればと考えておりま

す。

最後に、今回の留学に際し多大なご支援・ご

協力をしてくださった関係諸氏に対し、この場

をお借りして厚くお礼申し上げます。

海 外 出 張 報 告
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海 外 出 張

氏 名 所 属 出 張 先 活 動 内 容 期 間 備 考

川島 茂人 地球環境部 スペイン 第 回国際花粉学会に出席 研究交流促進法11 H16. 7. 3
H16. 7.10～

桑形 恒男 地球環境部 フランス 第 回国際植物細胞生物学ワークショッ 農水省委託プロ13 H16. 7. 5
プにおける研究発表と情報交換 ～ ジェクトH16. 7.12

鳥谷 均 地球環境部 タイ 「農業水資源変動による食料生産への影響 農水省委託プロH16. 7.12
の解明と予測手法の開発」に関する研究打 ～ ジェクトH16. 7.17
ち合わせとデータ収集

三中 信宏 地球環境部 フランス ウィリ・へニッグ学会第 回年次大会に 研究推進費23 H16. 7.17
H16. 7.25出席 ～

池田 浩明 アメリカ 国際植生学会第 回大会に出席 研究推進費生物環境安全部 47 H16. 7.18
H16. 7.25～

江口 定夫 化学環境部 アメリカ アメリカ土壌・水保全学会 年次大会 研究推進費2004 H16. 7.24
H16. 7.30に出席 ～

杜 明遠 地球環境部 中国 「温帯高山草原生態系における生物気象環 環境省委託プロH16. 7.25
境の時間的空間的変動の解明」に関する調 ～ ジェクトH16. 8. 9
査研究

土屋 健一 アメリカ アメリカ植物病理学会 年次大会に出 研究推進費生物環境安全部 2004 H16. 7.30
H16. 8. 6席 ～

岡本 勝男 地球環境部 カンボジア・ 農業と水環境に関する現地調査と情報収集 要請出張H16. 8. 1
科学技術振興機構タイ ～ H16. 8. 7

新藤 純子 地球環境部 カンボジア・ 流域窒素循環に関する情報収集及び現地調 要請出張H16. 8. 1
科学技術振興機構タイ 査 ～ H16. 8. 8

鳥谷 均 地球環境部 中国 メッシュ気象値の作成に関する相手国機関 要請出張H16. 8. 1
H16. 8. 7 JIRCASとの詳細な打ち合せ ～

石郷岡康史 地球環境部 中国 メッシュ気象値の作成 要請出張H16. 8. 1
H16. 8.25 JIRCAS～

岡田 浩明 アメリカ アメリカ線虫学会第 回大会出席 研究推進費生物環境安全部 43 H16. 8. 7
H16. 8.12～

小原 裕三 化学環境部 オーストラリ 貯蔵における雰囲気制御とくん蒸に関する 研究推進費H16. 8. 7
H16. 8.14ア 国際研究集会に出席 ～

研 究 ・ 技 術 協 力
（ . ７ ～ ）Ｈ１６ ９
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氏 名 所 属 出 張 先 活 動 内 容 期 間 備 考

白戸 康人 地球環境部 モンゴル モンゴルにおける砂漠化程度評価のための 環境省委託プロH16. 8.10
土壌調査 ～ ジェクトH16. 8.16

藤原 英司 環境化学分析 モンゴル モンゴルにおける砂漠化程度評価のための 環境省委託プロH16. 8.10
センター 土壌調査 ～ ジェクトH16. 8.16

岩崎 亘典 地球環境部 スコットラン 第 回国際地理学連合大会および事前会 研究交流促進法30 H16. 8.10
H16. 8.18ド 議に出席 ～

地球環境部 スコットラン 第 回国際地理学連合大会に出席 研究交流促進法David 30 H16. 8.14
Sprague H16. 8.20ド ～

望月 雅俊 オーストラリ 第 回国際昆虫学会議に出席 研究推進費生物環境安全部 22 H16. 8.14
H16. 8.21ア ～

望月 淳 オーストラリ オーストラリアにおける侵入・導入生物検 環境省委託プロ生物環境安全部 H16. 8.14
ア 疫の実態調査 ～ ジェクトH16. 8.21

長谷部 亮 化学環境部 メキシコ 第 回国際微生物生態シンポジウムに出 研究交流促進法10 H16. 8.22
H16. 8.27席 ～

酒井 順子 化学環境部 メキシコ 第 回国際微生物生態シンポジウムに出 研究推進費10 H16. 8.22
H16. 8.29席 ～

森本 晶 化学環境部 メキシコ 第 回国際微生物生態シンポジウムに出 研究推進費10 H16. 8.22
H16. 8.29席 ～

メキシコ 第 回国際微生物生態シンポジウムに出 研究推進費星野 高田）裕子( 生物環境安全部 10 H16. 8.22
H16. 8.29席 ～

井上 聡 地球環境部 カナダ 第 回農業および森林気象学大会に出席 研究推進費26 H16. 8.22
H16. 8.28～

三輪 哲久 地球環境部 チェコ 第 回国際計算統計学会シンポジウムに 研究交流促進法16 H16. 8.23
H16. 8.29出席 ～

長谷川利拡 地球環境部 中国 中国 水田における出穂期生育調査お 文科省科研費FACE H16. 8.26
H16. 8.30よび研究打ち合わせ ～

高木 和広 化学環境部 国際会議参加と仏・独におけるバイオレメ 要請出張フランス、ドイ H16. 8.28
ディエーション及び農薬動態研究の調査 ～ 東京農工大ツ、ギリシャ H16. 9.10

岡本 勝男 地球環境部 中国 土地利用変化に関する資料の収集と現況調 農水省委託プロH16. 9. 2
査 ～ ジェクトH16. 9.12

新藤 純子 地球環境部 中国 東アジアにおける窒素負荷と水質への影響 環境省委託プロH16. 9. 2
に関する資料の収集と現況調査 ～ ジェクトH16. 9.12

上垣 隆一 化学環境部 マレーシア 第 回アジア太平洋畜産学会に出席 研究推進費11 H16. 9. 5
H16. 9. 9～
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氏 名 所 属 出 張 先 活 動 内 容 期 間 備 考

菅原 和夫 化学環境部 フィリピン 「フィリピン国農民参加によるマージナルラ 要請出張H16. 8.30
ンドの環境及び生産管理計画」終了時評価 ～ 国際協力機構H16. 9.11

殷 煕洙 環境化学分析 ドイツ 第 回有機ハロゲン及び難分解有機公害 研究推進費24 H16. 9. 5
H16. 9.11センター 物質国際討論会に出席 ～

渡辺 栄喜 環境化学分析 ドイツ 第 回有機ハロゲン及び難分解有機公害 研究推進費24 H16. 9. 5
H16. 9.11センター 物質国際討論会に出席 ～

藤井 義晴 パキスタン 薬用植物に関する国際シンポジウムに出席 研究交流促進法生物環境安全部 H16. 9. 7
H16. 9.10～

石原 悟 化学環境部 韓国 日韓共同研究に関する研究打ち合わせ及び 交付金プロジェH16. 9. 7
調査 ～ クトH16. 9.10

中島 泰弘 化学環境部 韓国 日韓共同研究に関する研究打ち合わせ及び 交付金プロジェH16. 9. 7
調査 ～ クトH16. 9.10

林 健太郎 化学環境部 韓国 日韓共同研究に関する研究打ち合わせ及び 交付金プロジェH16. 9. 7
サイトの確認 ～ クトH16. 9.10

板橋 直 化学環境部 韓国 農業と農村面源汚染の管理に関する国際シ 要請出張H16. 9. 7
ンポジウムに出席 ～ 韓国農村振興庁H16. 9.11

井上 吉雄 地球環境部 スペイン 国際光技術学会 国際リモートセンシング 研究推進費H16. 9.11
H16. 9.18シンポジウムに出席 ～

杜 明遠 地球環境部 中国 地表面条件と風送ダスト発生の関係解析に 文科省委託プロH16. 9.11
関する調査研究 ～ ジェクトH16.10. 3

大黒 俊哉 イタリア 土地被覆図化および変動評価に関するワー 研究推進費生物環境安全部 H16. 9.20
H16. 9.24クショップに出席 ～

松尾 和人 フランス 第 回遺伝子組換え生物の安全性評価に関 研究推進費生物環境安全部 8 H16. 9.25
H16.10. 2する国際シンポジウムに出席 ～

吉村 泰幸 フランス 第 回遺伝子組換え生物の安全性評価に関 研究推進費生物環境安全部 8 H16. 9.25
H16.10. 2する国際シンポジウムに出席 ～

長谷川利拡 地球環境部 オーストラリ 第 回国際作物学会議に出席 研究推進費4 H16. 9.25
H16.10. 2ア ～

酒井 英光 地球環境部 オーストラリ 第 回国際作物学会議に出席 研究推進費4 H16. 9.25
H16.10. 2ア ～

八木 一行 地球環境部 中国 環境省地球環境研究総合推進費課題 に 環境省委託プロS-2 H16. 9.28
関する調査研究 ～ ジェクトH16. 9.30



- 14 -

依 頼 研 究 員

氏 名 所 属 滞在する研究室 課 題 名 期 間

H16. 7. 1川原 洋子 長崎県総合農林試験場 微生物機能ユニット 環境微生物の多様性および機能の解析

H16. 9.30～

H16. 9. 1堀越 紀夫 福島県農業試験場 微生物分類研究室 野菜、花きから分離される糸状菌・細菌の遺

H16.11.30伝子診断による同定 ～

H16. 9.27中西 善裕 鹿児島県農業試験場 微生物生態ユニット 植物病原菌のマーキング手法による動態解析

H16.12.24～

技 術 講 習

氏 名 所 属 滞在する研究室 課 題 名 期 間

H16. 7. 1春山 直人 千葉大学大学院 導入昆虫影響ユニッ 導入天敵類の生態系への影響評価

H17. 3.31ト ～

H16. 7. 5山内 大輔 石川県農業総合研究セ 土壌分類研究室 デジタル土壌図と定点調査データを活用した

H16. 7.14ンター 土壌情報システム ～

H16. 7.22村山 未央 千葉大学大学院 温室効果ガスチーム ガス試料の安定同位体比分析

H16. 9.30～

H16. 7.26望月 証 兵庫県立農林水産技術 重金属動態ユニット 高精度なストロンチウム同位体比分析方法の

H16. 7.30総合センター ニット 習得及び外国産タマネギ等の同位体比分析 ～

H16. 8. 2野見山孝司 農生機構近畿中国四国 微生物機能ユニット 電子顕微鏡試料の薄切技術の習得

H16. 8. 6農業研究センター ～

H16. 8. 2根本奈都子 福島工業高等専門学校 土壌微生物利用ユニ 微生物を利用した遺伝子操作技術

H16. 8.13ット ～

GIS H16. 8.23水口 晶子 徳島県立農林水産総合 土壌分類研究室 ソフトを利用した県内土壌の有機物分解

H16. 8.27技術センター 能主題図作成技術の習得 ～

H16. 9. 1沼尻 将宜 東京農業大学 微生物分類研究室 微生物の分類・同定および生態研究に関する

H17. 3.31技術講習 ～

H16. 9.13中島 正宏 新潟大学大学院 組換え体チーム マイクロサテライト・マーカーを用いた人里

H16. 9.17植物のクローン分析 ～

H16. 9. 1相田 美喜 筑波大学大学院 植生生態ユニット 絶滅危惧植物に対する除草剤の影響評価に関

H17. 2.28する手法 ～
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氏 名 所 属 滞在する研究室 課 題 名 期 間

NMR H16. 9.27柳沢 統 静岡大学大学院 化学生態ユニット 植物体内のアルミニウムの精製と によ

H16.12.28るキャラクタリゼーション ～

その他の研究・研修

氏 名 所 属 種 類 滞在する研究室 課 題 名 期 間

Park H16. 7. 5韓国農村振興 外国人受入研 水動態ユニット、温 栄養塩類の流出に伴う温室効果ガスの

Kwang-Lai H16. 7.18庁農業科学技 究者 室効果ガスチーム 間接発生の実態解明 ～

術院

Lee Youn H16. 7.12韓国農村振興 外国人受入研 養分動態ユニット 農耕地からの栄養塩類の流出実態の解

H16. 7.23庁農業科学技 究者 明 ～

術院

Puspkeshari JICA H16. 7.12ネパール国ツリ 研修員 昆虫分類研究室 昆虫の分類・同定技術

Shrestha H15. 8.20ブバン大学自然 ～

歴史博物館

Oh H16. 8.24韓国農村振興 外国人招へい 土壌物理ユニット 農耕地における栄養塩類の移動過程と

Dong-Shig H16. 9. 7庁農業科学技 研究者 流出実態の解明 ～

術院

Li Shidong JICA H16. 9.20中国農業科学院 研修員 微生物機能ユニット 大豆土壌病害の生物的防除技術

H16.11.18農業環境与持続 ～

発展研究所

Matthias H16. 9.21国際稲研究所 外国人受入研 土壌生化学ユニット 低リン酸耐性イネにおける遺伝子解析

Wissuwa H16. 9.29究者 ～
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気象観測装置

企画調整部 情報資料課

農業環境技術研究所の正面玄関に立つと、研

究所のロゴマークが描かれている所旗がたなび

。 、いています その後方の桜樹に囲まれた露場に

高さ のタワーがみえます。これが当所の25m

気象観測装置です。

農業環境技術研究所の総合気象観測は、当所

の前身である農業技術研究所が筑波に移転して

きた 年（昭和 年）の 月から実施され1980 55 8

たものを、そのまま引き継ぎ現在に至っていま

す。したがって、観測が開始されてから 年24

の歳月が経過したことになります。ここでは、

この気象観測装置の内容や測定項目などを紹介

しましょう。

気象観測装置

観測施設と観測方法

施設や装置は次のようになっています。

．観測装置の設置場所：茨城県つくば市観音1

台 農業環境技術研究所3-1-3

、 、本館南側露場：北緯 東経36° 01 140° 07′ ′

標高 。25m

．観測装置：総合気象観測装置、年 回総合2 1

的な保守点検を実施しています。

．総合気象観測の要素は次の通りです。測定3

基準に従い 時間毎に観測しています。1

風向（ 方位 ・風速・平均風向（ 方位）16 16）

16・平均風速・最大風速・最大風速時の風向（

方位 ・気温・気温最高値・気温最低値・露点）

温度・相対湿度・ 深地温・ 深地温最10cm 10cm

10cm 30cm 30cm高値・ 深地温最低値・ 深地温・

深地温最高値・ 地温最低値・降水量・降30cm

水量積算値・日照時間・日照時間積算値・日射

量・日射積算値・蒸発量・蒸発量積算値

気象表

気象表の内容は次のようになっています。

．要素別累年気象表：要素別累年気象表が、1

日別値、半旬別値、旬別値、月別値で表現さ

れています。これらを求めるための要素は、

平均風速・平均気温・最高気温・最低気温・

平均相対湿度・最低相対湿度・降水量・日射

量・ 深地温・ 深地温・日照時間で10cm 30cm

す。なお、日別値、半旬別値、旬別値、月別

値の定義は以下の通りです。

）半旬別値：月の初日から 日間の数値を1 5

母数とした統計値。ただし、第 半旬につ6

いては、月により 日、 日（閏年につい6 3

ては 日）の場合があります。4

）旬別値：月の初日から 日間の数値を母2 10

。 、 、数とした統計値 ただし 下旬については

11 8 9月により 日、 日（閏年については

日）の場合があります。

） 。3 月別値：月間の数値を母数とした統計値

所 内 ト ピ ッ ク ス
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．累年平均値：半旬値の平均値・旬別値の平2

均値・月別値平均値が表現されています。こ

れらの内容は以下の通りです。

）半旬値の平均値：毎月の半旬別平均値ま1

たは合計値を計算し、これを統計年数で割

った値。

）旬別値の平均値：毎月の旬別値または合2

、 。計値を計算し これを統計年数で割った値

）月別値の平均値：毎月の月別値または合3

、 。計値を計算し これを統計年数で割った値

これらの観測データは、気象月報として月ご

とに作成し、関係場所に配布するとともに必要

に応じて所内に供覧しています。また、これら

のデータは農林研究団地（ 号団地）の気象の7

1989代表値の一つとして利用されています。

年から 年までの累年気象表は、以下の資1996

料にまとめられています。

資料

（ ）農業環境技術研究所累年気象表（ 年1 1980

～ 年 ：奥山登美子、農業環境技術研1989 ）

究所資料第 号、 、平成 年11 1-150 2

（ ）農業環境技術研究所累年気象表（ 年2 1990

～ 年 ：林 陽生・鳥谷 均・後藤慎1996 ）

吉・横沢正幸・清野 豁、農業環境技術研

究所資料第 号、 、平成 年23 1-173 10

蛇足

京都国立博物館長の興膳宏氏の「気象」の言

葉の語源を紹介します。

「気象」の「気」とは、この世界のありとあ

らゆるものごとを構成する元素であり、また

「象」とは、人の目に見えない「気」が具体的

に形をとって現れるありさまをいう。いま「気

象」は、もっぱら「天気」のこと、ウエザーの

意味に用いられるから、直訳すれば 「天」の、

「気」の「象」ということになろうか。

ところが、この「気象」とは、本来実にやっ

かいな語である 『古事記』序に 「混元すで。 、

に凝りて、気象未だ效（あら）われず」とある

のは、天地草創期にあって、万物がまだ形さえ

も成していない状態をいっている。そうしたマ

クロの宇宙的次元で使われるだけでなく、人体

のメカニズムについても用いられ、中国最古の

医学書『黄帝内径』には「平人気象論」という

章があって、正常な人間の健康状態を論じてい

る。ここでの「気象」は、人体における「気」

のあり方を意味している 「気」のあり方が異。

常であれば、それが病気を引き起こすもとにな

る。

唐代になると、肉体面よりむしろ精神面につ

いて用いられることが多くなり、つづく宋代で

は、朱子をはじめとする儒学者によって、言動

や著作など人間の精神活動全般を論ずる哲学用

語になった。中国では、人は一種の小宇宙（ミ

クロコスモス）として意識されたから、人に天

と同様の「気象」が備わるのも当然である。天

の「気象」としての用法が主流になるのは、近

代以後のことである。
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つくば科学出前レクチャー「大気の汚れを植物で測る」報告

野内 勇地球環境部気象研究グループ長

16 7 3 9 11 2平成 年 月 日 土 時から 時までの（ ）

時間 つくば市立谷田部中学校の 年生 人 担、 （1 22
任：塩畑教諭）を対象に、つくば科学出前レクチ

ャーを行った。つくば科学出前レクチャーとは、

つくば市内の研究者が、市内の小・中学校、高校

へ出張して講義を行い、普段の学校生活では体験

することのできない、より専門的なことを学習す

7る特別授業の制度である。谷田部中学校はこの

月 日に学校行事として「文化フォーラム」を開3
、 「 」、「 」、「 」、催し 今年は 水 大気 自然との関わり

「ゴミ・リサイクル」を取り上げ、私を含め数人

が出前レクチャーの講師に招集された。

生物に毒性の強い大気汚染物質、たとえば二酸

化イオウ（ ）やオゾン（ ）などの大気中のSO O2 3

濃度が増加すると、植物は被害を受け、葉に白色

や褐色の斑点などの可視的な被害症状を生じる。

逆に言えば、植物の葉に可視的な被害症状が発現

したならば、大気汚染物質濃度が高くなり、大気

。 、が悪化していることを知ることができる これが

「大気の汚れを植物で測る」の授業の筋である。

6 15ところで、出前レクチャーの依頼は、 月

日に突然舞い込んできた。 時間もの授業では、2
授業に興味を持ってもらったり、飽きさせないた

めに、適度な実験や実物を見たり、操作してもら

うのが必要である。しかし、このような出前レク

チャーのような話がくることは予想もしていなか

ったので、何の準備もしていなかった。実は出前

レクチャーの登録は平成 年 月頃にあったと14 4
記憶している。気象研究グループでは、グループ

長と各ユニットの研究リーダーがそれぞれ得意と

するテーマで登録した。登録したその年は植物を

育成して準備をしていたが、その年および翌年も

声がかからず、出前レクチャーのことはすっかり

頭の中からこぼれ落ちていた。慌てて実験材料と

なるハツカダイコンの種をまいたり、アサガオの

苗を譲り受けて調達した。アサガオとハツカダイ

コンは、光化学オキシダント中の主要成分である

オゾンに非常に感受性が高い植物であり、出前当

日前までに被害が発生する可能性がある。幸いに

も出前レクチャーの ～ 日前に、かすかではあ3 4

るがアサガオの 株にオゾンによる被害症状を確1
認し、ほっとした。また、小型の大気浄化（活性

炭による）チャンバーの制作を行うとともに講義

用プリントを作った。この講義用プリントに写真

や図 余枚を載せてしまい、 ページと分厚い60 25
ものとなった。

講義では、わが国の大気汚染の煙害（例として

） 、足尾銅山 や公害の歴史と現在の大気汚染の現状

大気汚染による植物の可視被害症状、植物を利用

した大気汚染の調査方法などを、写真と図で説明

した。また、実際のアサガオ被害症状をまのあた

りに見てもらい、普段見過ごしていたようなアサ

ガオ葉面の漂白斑が、オゾン症状であることを実

感してもらった。また、大気浄化チャンバー装置

の原理や操作方法などを実体験し、植物を利用し

た大気汚染の調べ方を学んでもらった。

自らの経験から、 時間もの講義を受けること2
。 。は大変なことである ましてや中学 年生である1

それでも、生徒たちはみな真剣な眼差しで、この

特別授業に臨んでくれた。授業終了後、生徒の代

表から感謝の言葉をもらったからではなく、これ

までの大学で非常勤講師として講義した時に比べ

て、この出前レクチャーの終わった後の充実感は

著しいものであった。このたった 回の特別授業1
ではあるが、少年少女たちが科学の面白さ、環境

を守る大切さの一端でもかいま見てくれたらと思

う次第である。
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「つくばリサーチギャラリー夏休み特別公開」に参加

企画調整部 情報資料課

夏休みに入った小・中学生を対象として、農業

研究への理解を深めてもらうため 「つくばリサ、

ーチギャラリー夏休み特別公開」が、 月 日7 31
（土 （ ～ ）に行われました。） 9:30 16:00
農研機構の中央農業総合研究センター、作物研

究所、野菜茶業研究所を中心に、農業環境技術研

究所、農業工学研究所、食品総合研究所などが参

加して、リサーチギャラリーの展示のほか、科学

振興コーナーや夏休み宿題コーナーなどのイベン

トが開催されました。

農業環境技術研究所からは 「昆虫の標本を作、

ってみよう （昆虫分類研究室 「土にひろがる」 ）、

ミクロの世界をのぞいてみよう （土壌分類研究」

室 「植物と植物の戦いをみてみよう （植生研）、 」

） 「 」究グループ の各テーマで 夏休み宿題コーナー

に参加し、子供たちのさまざまな疑問に答えまし

た。

つくばちびっこ博士について

企画調整部 情報資料課

「つくばちびっこ博士」は、国や民間の研究所

等が数多く立地し、わが国を代表する科学技術の

21拠点となっている筑波研究学園都市において、

世紀を担う子供たちが、これらの研究所等で科学

技術に触れることにより、科学技術に対する関心

を高め、夢と希望に満ちた未来を考える手がかり

になることを目的として、全国の小・中学生を対

象に行われています。つくば市が主催し、筑波研

究学園都市交流協議会の共催のもと、今年度は平

成 年 月 日から 月 日までを実施期間16 7 17 10 10
として、第 回目を迎えました。6
農業環境技術研究所ではこの趣旨に賛同し、平

16 8 18成 年度は、実施期間中の毎週水曜日（ 月

日を除く ）の午後 時から午後 時までを見学。 2 4
時間として、昆虫展示室の見学を実施しました。

昆虫展示室での展示内容は、常設の昆虫標本や

パネル展示の他に、フナやメダカの水槽の展示や

小学生向けのビデオの上映をしました。珍しい昆

虫標本の前では、目を丸くして標本に見入る小学

生や熱心にメモを取る中学生が多数おりました。

また、同伴した父兄からは、展示パネルの内容に

ついて専門的な質問も寄せられました。

見学者数は、 月 日までの 回で 名を超9 1 6 200
え、前年度の 倍近い小・中学生を受け入れまし2

400た また 同伴の父兄や幼児を含めた見学者は。 、

名を超え、昆虫展示室に見学者が入りきれなくな

るほどの大盛況でした。

また、つくばちびっ子博士実施にあたりご協力

頂いた職員の方々にお礼申し上げます。



サイエンスキャンプ２００４について

企画調整部 情報資料課

サイエンスキャンプは、研究の現場を知り、日

頃経験したことのない最先端の分析機器で身の回

りのことを調べることにより、参加者が、科学技

術をより身近のものと感じられるようになること

をねらいとして、高校生を対象に （財）日本科、

学技術振興財団が主催し、公的研究機関の協力の

下に実施されています。

1998農業環境技術研究所は この趣旨に賛同し、 、

年から毎年高校生を受け入れ、サイエンスキャン

プを実施してきました。本年度も、多数の応募者

の中から 名の参加者を受け入れ、研究部の協12
力の下、 月 日から 日まで、以下の つの8 18 20 3
テーマで行いました。

コース： アレロパシーによる植物間相互作用A 「
」 （ ）を調べてみよう 化学生態ユニット

、・ガラス室やため池で栽培している植物を観察し

アレロパシー現象を理解する。

・アレロパシー活性を、生物検定法で測定する。

・アレロパシー物質を分離する方法を体験する。

・生物検定法の結果を比較し、アレロパシー物質

がいろいろな植物に及ぼす作用を調べる。

コース： 土の中のイオンの動きを探る」B 「
（土壌物理ユニット）

・土の中に存在するさまざまなイオンを、イオン

クロマトグラフィーで分析する。

・土の中をイオンが移動するようすを実験で調べ

る。

・実験結果をもとに、なぜ土に加えていないはず

のイオンが流出してくるか、なぜ、イオンの種

類によって移動する速さが違うのかを考える。

「 」Cコース： 植物や土の中の微生物を観察しよう
（微生物分類研究室）

・植物や土に生息する細菌とカビを顕微鏡で観察

する。

・植物や土から細菌とカビを分離する。

・分離した細菌やカビの性質を調べる。

初日の開講式では、陽理事長から歓迎の挨拶が

あり、オリエンテーション、施設見学の後、コー

スごとに分かれテーマが説明されました。

、 、二日目は 各コースごと担当研究者の指導の下

分析用試料の準備や種々の実験、顕微鏡での観察

など、各課題に取り組みました。

三日目は、データの整理や取りまとめの後、パ

ソコンを使用して成果のプレゼンテーションを行

い、参加した高校生は理解を一層深めることがで

きました。

事務局として、各コースで指導を担当した関係

者の皆様にお礼を申し上げます。

農環研ニュース 平成 年 月 日No.64 16 10 27
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